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印刷に関する用語、こぼれ話、業界のトレンドなどの情報を毎号ご紹介していきます。

USEFUL PRINTING INFORMATION

特殊な製本方法「小口決め」
セザックスの場合



中綴じや平綴じ、無線綴じなどの並製本の本を作る工程は、まず印刷した用紙

を折り機で折りあげて折本にします。そして折本を丁合してページ順に並べて表紙

で包み、背の部分を糊や針金で固定。その後、天・地・小口部分にトンボや余白が

残っているので、この三方を断裁して完成です。この際に断裁した天・地・小口部

分は、当然ぴったり同サイズに仕上げられます。ところが、表紙や本文に折り込み

ページがある場合、他のページと同じサイズで折られていると、断裁時に切り落とさ

れてしまう危険性があります。それを防ぐために折り込みページの左右は、正規の

寸法より少し小さく（1.5～2ｍｍ程度）しているのです。

しかし表紙の折り込みページは、本文と同じ寸法になっている方が見た目にもき

れいに仕上がります。そこで利用されるのが「小口決め」という製本方法です。 この

製本方法は、まず表紙の折り込みページの左右を展開した時の仕上がりサイズに

断裁してから折りあげます。次に丁合した本文の小口部分のみ断裁。それから本

文を表紙で包み、背を綴じて、天地を裁ち落として完成させます。 

同様の技術を使って、内側に折り込みページを設けた表紙の左右幅を本文より

少し大きく仕上げるガンダレ、小口折りと呼ばれる製本方法もあります。まるでブック

カバ ーをつけているようにも見え、並製本で高級感を出したい時などに有効です。  

これらの製本方法は、通常の工程と比べて手間がかかるため、コスト的にはどうし

ても割高になるので注意が必要です。ですが、折り込まれた部分にインデックスを

つけてカタログの検索性を高めたり、インパクトのあるデザインを施すなど、特別感の

ある本を作る際には有効な手段のひとつ。折り込みページのある印刷物を制作し

てみたいとお考えの際は、弊社営業までお気軽にご相談ください。 

雑誌やカタログなど、表紙が内側に折り込まれている本をご覧になったことはありませんか。
今回は、こうした本を作るために用いられる製本方法「小口決め」について、
ご紹介します。 

表紙や本文に折り込みページをつけて、
ちょっと特別感のある印刷物を。

丁合 針金綴じ 糊つけ

表紙つけ 三方裁ち

丁合 針金綴じ

糊つけ 表紙つけ 天・地断裁

（表紙）小口断裁

小口断裁

通常の製本工程（平綴じの場合） 

小口決めの製本工程（平綴じの場合）

（表紙）折り加工



No.I290-ISO/IEC 27001
No.E2204-ISO14001（本社・下丸子工場）
No.4412-ISO9001（本社・下丸子工場）

株式会社セザックスドキュメントソリューションズ
03（3758）2533（代）

03（3409）4970（代）

03（3758）2516（代）

03（3758）2511（代）
03（3400）9211（代）
03（3400）9401（代）

〒146-0091  大田区鵜の木2-9-7

〒146-0091  大田区鵜の木2-9-7

□本社・工場
〒150-0002  渋谷区渋谷3-19-1渋谷オミビル6F

5F
□渋谷コア

〒146-0092  大田区下丸子2-20-4

〒150-0002  渋谷区渋谷3-19-1渋谷オミビル2F

□下丸子工場

06（6131）0410（代）〒530-0047  大阪市北区西天満5-8-8
VEGA VI高橋ビル別館803 

□関西コア

株式会社セザックスクリエイティヴ

セザックス株式会社


